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。予算総額(一般会計)83億8，550万円
。特別会計(水接館事業な的27憶8，579万円

闘会資 121.338I.S% 予倫策等 51.1730.6% 観業庖t~利用機交付金 IS.OOO 0.2% 地方'1与悦 67.0000.8%

刊誌mz~下問な~傘型船fo30%

E遊歩ィ;;交付税 111:31q wijf 
し ~ 1.338.000 \ ~ I / /// ¥ '"〓σ〉だ........ 15.9% 一般
会
計
予
算
の
内
訳

魚
津
市
の
、
「
愛

と
う
る
お
い
の
あ

る
、
情
緒
aEか
な

ま
ち
」
づ
〈
り
の

基
本
と
な
る
昭
和

五
十
五
年
度
の
当

初
予
算
は
、
=
一
月

定
例
市
機
会
で
決

傘
A
F
U
2
$
-
E』
北
九
。

一
一
般
・
特
別
会

計
の
合
計
総
額
は

百
+
一
億
七
千
万

で
、前
年
度
比
日
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
舗

で
す
。
以
下
、
新
し
い

予
算
の
あ
ら
ま
し

を
紹
介
し
ま
す
。

55年度

一般会計予算

予
算
総
額
は
八

十
三
億
八
千
五
百

瓦
ト
万
円
で
主
々

も
の
は
.

総
務
貨
で
は
、

市
民
の
品
目
さ
ん
の

紡
犯
、
市
中
依
防
止

の
た
め
の
実
車

設
.
街
路
灯
、
反

射
鏡
、
幼
泌
さ
く
、

防
犯
灯
な
ど
の
設

出
伐
を
計
上
し
.
新
し
く品
川
然
公
削
u

小

笠
に
伴
う
道
小
道
官
官
主
‘
市
民
サ

ー
ビ
ス
の

一
羽
と
し
て
‘

チ
レ
ド
小
シ
サ

ー
ビ
ス
悦
・
注
目
川
び
阿
川
に
行
わ
れ
ゐ
市

長

・
市

建

議

日

の

ま

代

京

体
川上

さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
貨
で
は
.
お
年
得
リ
や
心
身
附
，

3
4引
に
対
す
る
船
社
付
従
と
し
て
.か刷

祉
予
告
、
心
身
障
お
私
自
年
余
及
ぴ
介
峰

子
当
、
在
人
川出
版
診
K
況
判
、
ね
た
き
り

左
人
介
必
予
当
.
送
入
院
議
帆w
m
m
資
金

代
付
令
、
新
川
ヴ
ィ

l
ラ
の
酬
明
築
工
怖

に
伴
、
つ
は
芯
蹴
剛助
品
夜
、
身
体
鯨
匁
ふ
れ
の

山
口
さ
ん
の
た
め
の
附
袋
H
H
ゃ
、
日
常
生

活
用
H
H

(
従
動
の
市
中
い
す
、
補
鵠
ん
M
.

t
口
人
問
チ
|
プ
錯
す
)
必
ま
れ
な
い
人
た

ち
の
た
め
の
彼
ぬ
校
等
与
え
川
上
し
ま
し

た
ま
た
、
今
年
む
古
川
の
蛍
主
と
し
て
、

主
人
の
た
め
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
椴

進
事
業
を
実
施
す
る
ニ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ヒ
な
む
の
は
、
入
浴
サ

1
ビ

(2) 

/ 

ス、

包
人
組
味
教
-h
セ
.
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

J
H
徒
、
公
刷
の
創
刊
作
業
努
が
あ
リ
主

4
q
 児
命
副
社
対
策
と
し
て
.
川
町
悦
ク
ラ

ブ
、
児
惟
ク
ラ
ブ
の
指
持
行
成
.
似
し
仏

保
山
川
附
の
巡
守
山
町
付
金
等
を
計
上
し
.

ま
た
.
新
し
く
M
H
仏
保
育
附
則
改
築
市
ド

業
と
し
て
一
億
五
千
九
百
問
l
一
万
問

F
川
告
見
ま
し
た
。

山
叫
殺
削
唱
…
悦
は
、
鉄

筋
二
出
附
処
延
F

剛山川・・

一
C
O千
万
メ
ー

ト
ル
、
定
け
ど
八

O
名
で
術
沼
山
ル
恨
の

拡
大
を
阿
る
ニ
と
に
し
て
い
ま
す
.

衛
生
費
で
は
‘
市
民
の
持
さ
ん
の
帥殿

山明開
H
m
.

病
気
の
早
期
党
は
の
た
め
.

チ
防
対
策
、
住
民
検
診
‘
成
人
病
倹
診

な
ど
を
行
い
.
ま
た
.
政
急
医
療
吋
策

と
し
て
.
刊
十
M

桐
山叩
以
引
の
.阪
線
体
制
を
係

川附
す
る
な
ど
休
口
氏
宅
当
緑
町
阪
制
の
迎

品百
貨
を
凡
て
い
ま
す
。
そ
の
他
.
築
制

散
布
.
し
尿
、
ゴ
ミ
収
集
処
歴
代
予
を

計
上
し
、
明
る
い
岡
崎
決
づ
く
り
に
H
A
K

を
期
し
て
い
ま
す
.
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-
林
水
産
察
貨
で
は
、
前
力
あ
る
付

づ
く
り
を
H
的
と
し
て
、
新
農
業
団
情
浴

改
善
事
業

(凶
内
道
路
、
農
道
修
加
問
、

農
業
懐
械
等
}
を
今
年
む
汀
け
絶
反
で

実
施
す
る
ほ
か
、
野
菜
の
出
向
悩
怖
の

安
定
を
図
る
た
め
、
野
菜
価
怖
安
定
資

金
協
会
に
助
成
金
を
山
山
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
.
ま
た
、
水
川
利
用
係
制
対
策

悦
生
の

一
環
と
し
て
、
新
し
く
炎
作
M
円

取
に
伴
・
つ
地
減
農
業
依
拠
恨
主

【作
業

得
、
乾
燥
出問
、
コ
ン
バ
イ
ン
写
)
合
災

地
し
ま
す
.

水
産
関
係
で
は
、
鉱
人
℃
ふ
化
.
ア

ワ
ビ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、
タ
コ
ツ
ボ
哨
干
の

放
流
に
力
を
入
れ
、
ま
た
.
本
桜
流
通

加
工
セ
ン
タ
ー
形
成
混
金
、
由
明
さ
い
処

m一
緒
設
、
沿
際
漁
友
情
選
改
葬
杭
m
備
事

l総制155年4月1日発行
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業
等
合
計
附
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
段
um水
旅
業
関
係
に
つ
い
て

は、
(‘平ん
な
悦
主
)
の
泌

り
で
す
。

車
問
工
貨
で
は
、

山
小

余
業
の
録
公
安
定
を
ね

ら
っ
て
.
山
で
は
小

u

悦
主

主

品

資

あ
っ
綻

貸
付
制
崎
勤
労
μ
刊
の

ル
U
M
K
K
γ
泌
資
金
の

m唄

訓間
山山山聞
の
ほ
代
化
指
み

行
成
市
金
、
物
加
山
吹
必

ど
の
附
似
資
増ザを叫川
k

し
、
市
物
品
開
の
版
協
紋

燃
に
h

川
島
』
入
れ
て
い
よ

す
.ま
た
、
観
光
で
は
.

魚
川
よ
つ
り
や
、
眼
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
令
ど
を

印
刷
配
術
し
て
.
魚
川

の
鋭
た
puu.
似
た
す
作

の
必
致
に
つ
と
め
る
。

土
木
食
で
は
.
今
年
度
も
北
山
氾
江
地

u
n
に
欽
筋
間
際
建
ト
h

ハ
〆
の
公
営
住
宅

告
処
M

円以
し
ま
す
.

タ
お
.
仙
札
設
事
業
関
係
に
つ
い
て
は

(主
fd事
業
)
の
通
り
で
す
.

消
防
費
で
は
、
消
防
-L
MM

同沼
初
出
世
投

私
車
、
叫
枇
ぴ
符
通
消
防
市
中

一
台
、
小
削
日

動
力
ポ
ン
プ
山中

・
ム
日
の
鴎
入
.
消
火
仇
刊

の
新
設
.
防
火
水
崎町
、
消
防
総
段
の
充

実
に
よ
り
消
火
活
動
に
力
会
入
れ
る
こ

と
に
し
ょ
し
た
.

敏
育
費
で
は
、
新
し
く
上
野
方
小
小

校
校
合
、
道
ト
小
峰
r校
校
舎
.
岬
町
野
小

学
校
プ
l
ル
及
ぴ
乏
何
化
し
た
東
部
中

学
終
仙
な
等
の
建
設
事
業
賞
金
計
上
し

ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
地
改
築
事
生
-

um凶
小
小
枝
グ
ラ
ウ
ン
ド
.
上
町
同
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
悠
備
を
す
る
ほ
か
、

天
神
公
民
館
の
新
設
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
.
ま
た
.
父
兄
向
H
畑
山
の
解
消
に
つ
と
め

る
た
め
、
続
し
く
特
別
教
材
偏
向
川
を
年

次
的
に
充
実
さ
せ
.
需
用
体
H

の
刷
、飢
島
正

問
り
ま
し
た
・

幼
附
叩
同
に
つ
い
て
は
.
地
ぷ
の
充
実

を
阿
る
た
め
、
級
制
幼
副
叩
岡
山
怯
設

{鉄

筋川
rum-也
J

・九-一軍

-Hメ
ー
ト
ル
}
を

け
・
わ
し
し
ょ
し
た
.

主

事

業《単
位
・
力
円
v

会 針 名 昭和~!r 昭和55年度 富島~対比

般 会
r 1'1 H'I 。Q

一 7.671.:<<10 8.385.日ぬ 109.3 

下 4に ifi 'I~ ti 7.捻8 7.697 101.4 

4寺
簡易水道 小 1¥ 8.035 13.835 172.2 

君。 問民健IJ(保険・I(fi 1.447.769 1.732.690 119.7 

会 A lIi Jt 111 '1' 9l 136.782 127.906 93.5 

JI 
水 n， 官官 ‘ ，~ ~ 575.300 903.664 157.1 

2.175.474 2.785.792 128.1 

f・t .11 日.砧46.77" 11.171.292 11 ~.5 

な

-v
AH-M保
打
倒

m改
築
事
長一-h
・九
四
一

マ
絶
滅
農
業
生
産
仮
興
事
案
七
、
八
-
=
一

V
紙
農
業
締
法
改
善
事
業

人
、九
八
九

V
農
村
総
A
n畝
胤
備
モ
デ
ル
悦
生
一一一
J

二

例

V
問
仙
陣
営
休
泊
開
校
本
来

{成
谷
・総
)

人
.
ニ

hc

v間
体
公
休
迫
間

G
4主
{
d
T
沢
線
}

'v水
版
物
品
泌
流
通
加
に
セ
ン
タ
ー
形

成
引
業

{魚
沙
魚
肉
)

問
.
三
二
五

-v
嶋
野
川
桐
k
制帽

(出
焔
}
純川倫
明
金

百円山・

b
」

、J

ハ

V
市
道
大
杉
ム
H
線
追
世
町
改
良
明
根拠

九
-
七
三
C

V
公
営
伐
定
住
殺
が
金

一
・ハ
.
九
九
八

V
術
鈴
悦
能

-
ニ
.
人
三
七

V
都
市
下
水
路
祭
術
事
業
問
、
じ

一
-
A

V
市
民
部
中
学
校
校
合
危
険
改
集
令
業

三一一一、

九
二
七

V
経
閉
幼
維
附
闘
舎
新
築
本
企託、
人
六

C

V
天
神
公
民
館
山
也
持
品
市
生
問
、
九
六
三

'v
市
道
改
良
収
業

八

.c
c
c

v市
道
鮒
殺
都
主

任

、

C
O
O

V
災
業
対
策
混
生

=
一
、
二
九
U

V
総
A
H
公
開
築
造
恒
生

二
六
、九

一
五

水
族
館
特
別
会
計

会
m
馴
の
新
し
い
水
核
郎
総
帥川
市
怠
の

お
二
年
次
分
が
主
代

{本
体
上
山
ド
.
世

円八

r.明、
鳩
山Mm℃
併
、
水
m
M
T
f
ス
プ

レ
ー
-し
が
官
エ
h

ハ協・八

F
九
.h
u
H川
と

川
仰
に

乗
出
し
℃
い
る
総
合
公
削
の
小

に
.
析
し
く
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
会
往
設
す

る
工
巣
山町
川
と
し
て
.
九
千
万
円
寺
会

計
上
し
ま
し
た
。

帽、-

水

道

事

集

会

計

区 分
昭 和 昭 相

前年対比
54年度 55年度

r-I'I r'l'l -亀阜

収銭的収入 収入 187.929 304.821 162.2 

Ji..ぴえ tH .t :11 216.528 272.920 126.0 

資本的収入 収入 133，000 116.000 87.2 

及び支 11¥ 支 :11 135.797 142.902 105.2 

(3) 
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E、ーー

さ
し、

森
林
総
合

整
備
事
業

i
森
林
所
有
者
の

み
な
さ
ん
へ
お
願
い

i

川
市
が
、
こ
の
作
続
々
本
業
の
地
峨

出
判
定
を
叫川
る
た
め
に
際
休
所
有
包
引
の

み
々
さ
ん
の
川
窓
を
削
げ
る
必
要
が
め

り
ま
す
の
で
‘
少
し
で
む
山
H

怖
を
品
川

布市
C

れ
て
い
る
k
り
は
、
必
・
つ
ず
川
古品

川
を
従
山
山
し
て
く
だ
さ
い
"

ω
日
年
度
か
・
つ
令
念
に
消

F
し
ま
す

の
で
.
市
で
は
.
伐
H

作
所
釘
討
の
み

な
δ
ん
が
ど
れ
ど
け
の
治
林
保
持川
小

業
の
品
切
を
む
っ
て
お
う
れ
る
か
削
叫

ん
は
愛
桜
山
市
消
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
の
で
.
開
η
K
4
8
0
で
市

へ
山
中
込
み

し
て
く
だ
さ
い

タ
お
.
こ
の
令
犯
の
内
山介
叫叫
ぴ
川

怠市川・

t
m削ι山中

1
F
R
Wに
つ
い
て
の

ほ
什
し
い
ニ
と
は
.
剛
H
u
m
k水
深
ま
た

は
.
Am
市上
mM休
U
仲
似
合

へ
お
問
い
合

わ
せ
く
ど
さ
い

{8
6
2
2
0
0
-

(4) 

優
良
納
税
貯
蓄
組
合
、

国
保
優
良
家
庭
表
彰

2
川
U
H
品
川
出
勤
労
行
会
館
に
お

い
て
.
次
の
例
入
品
川
ぴ
州
ル怖
が
市
長

一

小
沢

M
W
さ
れ
ま
し
た
。

一

O
M
年
度
幡
市
川
氏
納
悦
功
労
私

na一紘
一一

本
江
会
加
郎
通
り
区
納
鋭
貯
船
首
相
A
H
一

山
町
村
向

一

~

川
原
町
区
納
税
貯
必
似
合

占

生
制
上
H

次
郎
…

O
例
年
度
凶
保
健
内
此
・
双
山
砲

魚
津
市
K
U
M杷
叫
刊

e

八
問
ニ

ル

.h
川

太

一

一

飴
刊
市
江
口
凶
じ
h

ハ
1
ヒ

一

陣

内

川

必

界

一
O
M
年
炉
建
山
氏
納
陸
信
組
合

一

取
小
山
町
民
納
川
町
貯
お
総
合

一

山

女

-一

K
納
悦
昨
川
ww組
合



み
ん
怠
の
医
療
を
l
l
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ま
か
怠
う
国
保
税
l

L

納
め
よ
う
グ

人口動態統計にこオ高力をグ
ー出生、死亡、事E獲、婚姻、.婦

の届出には厳'障を記入する E

4刈 1 1'1カ・ら~fteグ):{ ) J 31 11ま

でのfIlJに111'4:，、+ヒ乙.ýf.，qt . 的~~q. 

調111時の~ll:1¥をされる Jj'よ. ~(S "トに
必ずQ~そ J己入して( 1:きい ま
た死亡届に勺いては荷なら，犯人し

てくf.!さ、、.

人rIth態統，，11.1ょの'，Ii/11 ，Ifのl何

千Fをもとにつくられます

人 tl :iJJ悠欽J十Li. 州 事~\，IlI，Jff.とと

もに Jえが [対の人 11 1 .: 1制する)，~俗資

料として肢も大切なむのて .ニグ}

f:i来li行政ぬl({に!よ<flJ)1Jされて

います.

崎市m:t.16書.にふ I;~入くどうい

くわしいよとli，Ii h:.' :~ 1Iでおた

すtョ<lごさ也、

み
な
さ
ん
の
国
保
事
織
は
、
そ
の
脳
同
穆
鍵
慢
の
引
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い

も
固
か
ら
の
繍
動
伝
ど
で
ま
か
な
い
、

3
パ
ー
セ
ン
ト
を
そ
の
他
の
収
入

で
、
残
り
の
お
パ
ー
セ
ン
ト
令
後
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
図
像
税
で

ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
ニ
の
よ
う
に
図
像
制
慨
は
国
民
健
厳
保
険
の
大
切
わ
ゆ
、

財
源
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
完
納
を
必
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
会
計

品
川
に
は
、
ど-つ

t
れ
は
k
い
か
と
E
H
う

.
-
E
.~々

リ

t
ー
が
.w端
的
に
，
J

っ
て
.

色
い
仇
ハ
叫
に
か
か
・り
り
い
i
・1
・4
H
C
f

ゐ
・
E
-
か
必
波
に
わう
J
h
恥
E

I

M
M
4の
山門川
fμ
引
の
心
H
見
ご
は
.
へ
，

t

.
‘
門
ソ

1
A
q怜
そ
食
え
・

?
z
-に
t

，

-ヘ
U
判
'
ベ
そ

-r川川
I
・勺・

7
-が
ご

3
・勺

t
J
わ
れ
ご
い
主
寸
小
川
崎
吃
川
見
仁
勺

レ
一
向
:
.
粁
い
・
勺
九
に
仇
い
そ
ん
お
1

.
-
E
eU
大
切
で
す
が
.似
た
ら
の
魚
川
巾
円
州

民
会
い
ろ
い
ろ
合
え
て
.
山
明
況
に
か
か

ら
ペ
い
上
‘つ
に
た
J
・0
・
zru.
制限
れ

仰
ぞ
臥円
，、
J
G

.

J
の
り
法
と
い
え
ま

さ
て
.
二
と
し
の
川
川
悼
会
社
の
内
存

を
見
て
は
ま
ず
と
、

ι仇
場
叫
H
U
納
金
a
h

・
り
ず
仙
W
プ
絞
け
亡
ね
リ
.
日
午
前
叫
に
付

し
て

.Jrm.げ
パ

l
七
〉
ト
泣
い
仰
リ

を
小
し
て
い
E

1

ニ
H
H
け
.
も
門
の

ι
判
%
を
し
た
人
が

mえ
た
ニ
と
に
主
・
勺

む
の
亡
才
か
.
ニ
の

L
う
.~仏門
機
州
H
か

か
さ
む
と
.
必
然
的
に
川
似
川
内
を
川
や

さ
れ
惜
け
れ
ば
心
ら
々
ぃ
、
-
レ
-
に
な
り、

総
川
凶
作
間
都
刊
の
怖
さ
ん
の
悦
れ
川
・か
省Y
'
、

心
っ
て
米
ま
す

加
積
地
区
土
地
区
同
紙
眠
時

官
府
議
会
委
員
の
選
挙

|
投
票
日
は
6
月
間
日
|

加
州
地
区
上
地

K
耐
や

m得
議
会
会

H
H
の
汀
酬
明
が
米
る

6
月
げ
日
で
渦

f
し

ま
す
の
で
、
次
の
日
仰
れ
に
よ
り
選
併
を

行
い
ま
す
。

-
委
員
の
定
数
は
叩
名

止

K
Uの
定
数
は

ωれ
て
.
選
挙
に
よ

っ
℃
波
山
さ
れ
る
を
は
は

8
%で
r

あ
と
ど
れ
は
‘
市
民
が
相
応
H

札
ず
る
ハ
F
A

M
引
験
会
H
H

で
榊
成
さ
れ
.
げ
馴
川
崎

5
年

間
亡
寸

-
委
員
の
選
惨
備
及
び
畿
圏
濁
世
申
織

事
業
桃
川
'什
地

K
内
に
.
定
地
の
併
む

依
又
は
.
定
地
に
つ
い

τ借
地
除

一念

日
記
を
し
て
あ
る
か
.
え
は
市
へ
山
中
行
し

て
お
る
む
の
-
を
符
勺
ご
い
る
人
は
.

必
犠
倫
ぬ
げ
織
活
字
他
が
ゐ
り
主
す
‘

主
た
定
地
に
つ
い
，、品川

'HUT
-
m地
怜

A
M

山
州
行
を
持
っ
こ
け
る
人
は
.
そ
札
ぞ

H

い
.
似
の
咽
山
本
・
仰
が
あ
り
主
1

-
遺
骨
牢
人
名
簿
の
縦
覧

曲四世
下
人
u
h鴻
は
一均
年

1
H
m
u
m
h

税
は
完
納
を

の
山C
地
日附
U
H
仇
μn.
引じ凶唱
に
つ
い
て
の

的
地
愉
私
引
を
む
つ
亡
.
u
h鴻
を
什
喰
し

ま

す

ニ

の

れ
簿
を
4
H川
口
日
か
・
り
初

日
ま
で
.
市
役
所
郎
市
計
樹
海
で
縦
慌

に
州附
し
ま
す
税
制
や
相
続
壮
明
わ
ゆ
ど
.

快
調
の
巾
必
は
.
-
』の
制
州
川
内
に
必
ず

一行
っ
て
く
だ
さ
い
J
』の
問
聞
を
冶
ゴ
ま

f
』・

夕
刊
鴻
へ
の
崎
誌
は
で
き
主
せ
ん
.

・
宅
地
共
有
者
等
の
週
任
届

宅
地
移
民
訂
し
て
H
H
勺
て
い
る
人
や

共
州
的
地
仇
針
は
.
そ
れ
ぞ
れ
の
小
か

ら
代
ル
計

一
人
を
選
ん
て
.
そ
の
人
の

仏
所
.
氏
れ
を
耐
け
山
山
々
け
れ
ば
伝
り

ま
ゼ
ん
，

んじ
地
A

叫
叫
釘
比附悼臼
又
は
定
地
に
つ
い
て

の
川
地
怖
い
H
が
従
じ
し
て
い
る
と
き、

そ
の
仰
向刊
の
削mu何
人
で
あ
る
・
-
と
を

J
ず
る

Am
-比川
州
統
の
肌
場
合
は
.

そ
れ
う
の
川

g
n
-e.
必
情
人
。
h
・8

縦
民
問
問
中
に
従
山
山
し
て
く
・
た
さ
い

ニ
ムW
知
h
M
Lう
に
同
代
帥
叫
峨
保
険
制

帥
は
は
.
拘
A

刊
に
な
っ
た
渇
A
H
の
事
紛
の

山
山
代
に
よ
る
純
治
任
追
か
う
.
民
口
さ
ん

の
宇
治
を
守
る
た
め
の

m
u扶
助
の
仏

仰
に
主
っ
こ
作・
つ
れ
た
ら
の
で
す

ニ

の
制
限
4
7
4
え
る
む
の
は
わ
う
ん
と

3
ウ

:
ら
、
川
以
Mmで
す
品
川
さ
ん
乃
ち
f

の
d
k
泊
三
千
る
た
の
に
‘
お
u
t
・」
川
保

川悦
の山
出
納
を
お
刷
引
い
し
ま
吋
3

第三樽J6fQ!物品Z可日f!拘155'1'-1刈 11:IlHI'

税
負
担
を
軽
く
す
る
に
は

て
れ
て
は
.
川
町
れ
仰
を
併
く
す
る
た

，~ 

J<紙・子供とトランボリン
とのかかわり

フ

明子

『 τフ

岡崎

広・うおづあt.sたと，11伐をむすぷ

内
9 

(5) 
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-
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
け
山
氏
の
は
円
さ
ん
に
正
し

い
交
泊
ル
ー
ル
全
知
っ
て
ら
・
つ
い

比
し
く
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

主
っ
て
笈
令
で
快
必
て
住
み
ふ
い
品
川

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
む
の
亡
す

マ
回
年
自
礼
泌
安
全
信
中
川
ス
ロ

1
M
ン
ふ

@
遭
転
者
向
け

ま
ず
ゆ
と
リ
恥
附
鈴
継
に
む
ニ
ニ
ろ

に
ら

@
歩
行
者
向
け

安
全
は
家
庭
の
中
か
・
り
し
つ
け
か
・いJ

広・うおづあなたと市伎をむすぷ

。
こ
ど
も
向
け

あ
ぶ
れ
川

い
主
位
向
ゐ

3
々
が
・
リ
の
ふ
ざ

-
運
動
期
間
中
の
行
事

ι“v
Hけ
F
O
H
H
H川

-
県
民
総
広
川
町
の
り

2
h従
油
小
化
令
官
居
助
凶
飢
叫
也
市
民
大
九
五

市
民
会
館
に
℃
午
前
十
時
よ
り

け

4
川
8
日
午
後
l
時
よ
り

-
交
通
小
K
A
L
の

u

付
本
小
川
長
プ
ラ
ウ
シ
ド
で
八
円
紛

い
n
に
よ
る
向
転
山
下
の
安
全
信
系
り

行
教
・
モ

2
山
転
巾
の
献V
市

川
…
一
般
午
後
五
時
一三

卜
分
よ
り

げ
ン
プ
ラ
ザ
山
内
礼
必
山
…と
住
-kv
町

山
内
加
射
線
下
で
.
-
十
一
民
山
市
の
点
検
桁

川市を市内
H

叫
す
る
・

け

4
η
9
日
午
後
2
叫
吋
ム
リ

ヘ
ル
メ

ッ
ト

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
治

川
鮒
准
の
日

川
凶
叩
派
山
術
的
で
.
ぺ
f
ク
品
取
小

の
ヘ

ル
i

ヴ
ト
の
点
検
と
巾
刈
品
取

山市
の・ン
1
ト
ベ
ル
ト
府
川
の
U
H

…協同

術
品
押

同

4
け
は
日
午
後
l
山吋

ω分
よ
り

H-泊
桁
・勾け
H
と
中
学
t
hの
村
g
州

-H転
引
の
仏
し
い
前取
り
打
.
夜
組

マ
ナ
1
.
ル
ー
ル
に
刈
J
る
忍
H
見

交
換

川

4
Hけ
日
臼
午
後
l
M町
山川
分
よ
り

「
供
と
主
人
を
守
る
日

二

日
交

泊

n
kの
円

引
払
V

仏
代
打
附

{仰
附
目
立
.
幼
附
刷
問

-教
諭
d

附
干
の
山
山
崎
を
い
た
だ
主
.

山
内
失
v
庄内
…
わ
ゆ
ど
で
止
し
い
少
行

の
し
か
た
の

A
掛川

晶
'
晶
-v
畠
-v
晶
-v
畠
V
畠

'a'畠
-v
畠
'
畠
'
晶
'
畠
曹
晶
'

ご
・
啄
M
M
く
る
み
で
交
通
が
依
に
備
え

ま
L
t
・
-
-
:
:
:
・

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

加
入
を
受
付
け
中
で
す

マ
申
込
み
生
活
用
刊
は
悦
譲
受
付
け
は
3

月

l
n主
り
行
っ
て
い
ま
す
.

マ
併
合
は

一
人
一
口
年
額
四
八

O
円

で
、
ニ
ロ
ま
で
加
入
で
き
ま
す
e

保
険
の
支
払
制
酬
は
.
般
市
同

一
口
で
八

O
万
円

{
ニ
ロ
の
場
合
は
百
六
O
万

円
}
で
す
い
ろ
い
ろ
な
保
険
加
入

制
度
が
あ
り
ま
す
が
.
わ
ず
か
れ
惜
地
問

令
で
思
わ
ぬ
教
い
に
タ
り
ま
す
.
U
H

.
の
M
F
比
例
に
そ
与
え
家
狭
ぐ
る
み
で

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
e

H
4
明
a
H
創
刊
は
.
各
ご
・手
足
に
配
布
し

て
あ
リ
主
す
の
で
今
一
度
目
全
通
し

て
く
だ
さ
い
.
れ悼ト白
く
わ
し
い
こ
と

は
念
品
川
環
縫
諜
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
.

機
械
作
業
は
慎
竜
に

春
の
農
作
業
安
全
運
動

4
月
間
白
か
ら

5
月
初
日
ま
で

マ
不
注
怠
は
穆
歓
を
招
〈

肉悼
集
憐
械
に
主
る
が
仙
川
は
.
ろ
ょ

っ

と
の
不
枕
怠
か
・
勺
起
っ
て
い

ま
す

農
業
出
向
凶
慨
は
年
々
仏
代
能
.
L
A
m
化

し
て
お
リ
‘

が
品川島
E
U
U
さ
タ
い
た
め
に

次
の
こ
と
今
寺
っ
て
.
卜
分
柁
怠
し
て

機
凶慨
を
品
川
い
去
し
よ
う
.

-耳、
，‘
.e

マ
ト
ラ
ク
タ
ー
紛
転
恨
の
作
曲
膏

一

係
備
は
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
う
行
い
ま
し
主
う
.

て

凶
問
効
へ
の
山
山
人
リ
.
あ
ぜ
抽惜
し
は

必
ず
ロ

l
タ
リ
を
止
め
.
ア
ユ
ミ
依
存
」

使

っ
て
ゆ
っ
く
り
織
作
し
ま
し
ょ
う
.

三

農
道
の
品
略
行
は
、

路
町
の
く
ず
れ

に
陀
怠
し
ま
し
ょ
う
.

阿
川
馴
伝
凶
問
の
パ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

川
げ
さ
卜
.り
L
人
公
危
険
で
す
か
・リ
必
ず
似

述
で
偽
作
し
ょ
し
よ
う
.

マ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
遭
転

一

交
通
川
崎
山
川
を
守
リ
.

つ
ね
に
安
全

運
転
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
.

二

出
向
れ
に
は
絶
村
人
島
』
来
は
は
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
.

一二

ぶ

布
折
の
と
き
は
後
灯
の
安
全
を

係
ぷ
し
ゆ

っ
く
り
と
州
り
ま
し
上
う
.

マ
育
常
国
且
"
の
使
用

一

η前
総
会
使
う
と
さ
は
必
ず
ア
ー

ス
4
-付
け
.
ぷ
従
し
ゃ
断
絡
会
取
付
け

ま
し
ょ
う
.

一
-
従
%
を
入
れ
て
い
る
と
さ
は
必
弘

で
必
づ
か
れ弛
い
主
う
に
し
ま
し
主
う
。

(6) 

-守
っ
て
下
さ
い
海
の
規
制
を
々

遊
漁
者
の
皆
さ
ん
へ

r・

海
で
の
漁
業
に
む
い
ろ
い
ろ
の
縦
州

や
制
限
が
あ
り
よ
す
・
滋
漁
民
刊
の
胞
甘
さ

ん
む
漁
業
計
に
必
怒
に
は
ら
ぬ
主
う
‘

次
の
Mp
m

を
守
っ
て
く
だ
さ
い

定
Ta漁
案
の
保
A
M
m凶
械
に
入
つ
て
は

い
け
ま
せ
ん

日
小
り
定
直
前
耐
-
K
4
4

メ
ー
ト
ル
.

後
面

、
-
メ
ー
ト
ル
‘
沖
合

『.
d
メ

ー
ト
ル
・
池
の
定
遊
漁
定
む
、
は
ぼ

同
じ
で
す
.

0
漁
民
を
仰
向
さ
せ
た
り
、
み
.
た
り
に

持
ち
上
げ
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
.

ow
mに
係
仰
す
る
こ
と
む
問
主
さ
れ

て
い

ま
す
.

つ
魚
H
H
A
紛
ら
M

帽
子
に
保
州
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
-

F
ま
さ
船
町
に
よ
る
乱
後

bu--され

て
い
よ
す
-

U
さ
知

{
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
}
む
俗
化

さ
れ
て
い
よ
す
・

。
凶
開
業
小
の・
漁
船
に
近
づ
く
と
危
険
で

す
.

船
出
川
沿
や
品
問
必
山門
に
み
だ
リ
に
船
必
』

申ぬい
て
は
い
け
よ
ぜ
ん
.

品
開
必
及
び
治
州
叩
の
美
化
と
保
安
に
協

ね
し
て
く
だ
さ
い
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そえ

学
校
体
育
施
設
の
開
放
始
ま
る

-
4
月
目
白
か
ら
西
中
・
東
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

・4月
n日
か
ら
各
学
校
体
育
施
股

今
年
度
む
学
佼
体
育
地
訟
を
次
災
の

と
わ
ね
り
間
政
し
ま
す
.
市
民
各
位
の
ス

ポ
1
ソ
冶
動
、

体
力
づ
く
り
に
附
傾
的

に
利
用
さ
れ
.
健
康

m進
と
相
互
の
友

加
刊
を
深
め
・つ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

初
用
申
込
み
は
商
都
中
・
学
校
.
京
都

中
学
校
を
除
き
各
地
区
の
体
育
振
興
会

に
申
込
み
.
利
用
許
可
祉問
を
受
け
て
く

だ
喜
い
.

リ
ズ
ム
体
操
教
室

受
講
生
募
集
(
前
期
分
)

何
か
運
動
を
は
じ
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
い
n.
巡
動
を
v
w
Fと
す
る

H.
リ

ズ
ム
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
体
操
に
.
t
h
山町リ
ズ
ム
を
献

し
た
胤
恥
し
い
む
の
で
、
健
康
維
持
、
榊

~三偽興i便物品Z可!沼初55.!f-.，月IU~n 

55年度学校体育施設開放一覧

進
に
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
.

み
与
さ
ん
、
進
ん
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
.

1
.
期
間

4
川

ω
uよ
り

7
川
ま
で
4
ヵ
H
け

附
似
越
本
山
崎

u

2
.
時

間

午

前

ω時
よ
り

日
時
初
分
ま
で

3
.
会
嶋
市
総
合
体
打
館

4
.
対
象

一
般
婦
人

5
.
定

u
m叫九
定
日
に

タ
り
次
情
別
締
切
り

ま
す

6
、
受
A
M
H

一
.
二
乙
O

問

{入
館
創
刊
i

ス

ポ
1
ツ
山
崎
市
保
険
料
}

7
.
巾
込
み

H
法

4
n
9
8刷
三
で

に
、
市
教
委
体
育
課
.
ま
た

は
市
総
合
体
育
館
ま
で
、
受

泌
創
刊
を
添
え
て
巾
込
み
く
だ

さ
い
.

4
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

1 :~ 
H 
(11) 

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
給
印

式

(大

・
小
体
育
家
午
前
)

日
山
川
町
外
遊
優
勝
大
会

(小
体
市
京一

n}

"'''ti
司
仇
リ
リ

A
r
u
-
p
h
v
h
H
H
 

リ
ズ
ム
体
操
教
宅

ω
u山剛
.
w
u
u刊

初
日
榊
午
前

4
月
の
温
水
プ
1
ル
利
用
日
程

小
時
r
校
コ
1
ス

日
円
川
.
初
日
川
、

幻

n刷
午
前

ω
u山
附
.
げ

U
閥、

初
日
榊
午
後

日
日
…ω
.
m
H側、

お
日
制
復
州

制
叫

F
A
コ
ー
ス

制
棋

f
Bコ
ー
ス

5
月
の
歩
-
-
う
会

5
月
の
砂
こ
え
な
.
H
U
.
川引"沢

方
耐
へ
山
市
市
総
り
に
行
き
ま
す
・

電
鉄
魚
涼
駅
午
前
八
時
発
叫点
以
行
き

の
パ

ス
に
品
取
り
ま
す
.

場
所
は
.
烈
沢
1
m
ml
u卯
S
T
開
妬

聞
の
付
近
で
す
.

参
加
者
は
‘
午
前
七
時
五
十
分
ま
で

に
電
鉄
魚
泳
駅
前
に
集
会
し
て
く
だ
さ

い
.
(
銭
食
持
参
)

E匝太';:r.t谷償制:J!IIA行停UtH: 

(7) 



績予そ同郷便物a可

お
円
以
窃
⑬

お
ら
寺
ル

国
民
年
金
保
険
料
は

4
月
か
ら

月
額
三
、
七
七

O
円
に

凶
民
年
金
の
定
制
保
険
料
は
.

4
円

か
ら
1
か
月
に
つ
き
三
.
七
七

O
問
に

か
わ
り
ま
す。

こ
れ
は
、
必
粉
年
金
を
は
じ
め
と
す

る
年
金
の
ぷ
義
者
が
年
々
ふ
え
続
け
て

い
く
の
と
、

物
価
上
%
に
合
わ
せ
て
年

余
前
が

ω年
同
刑
制
さ
れ
ま
す
の
で
.
受

け
る
年
A
M
が
少
し
で
む
充
実
す
る
よ
う

保
険
制
門
領
が
改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
・

み
れ
悼
さ
ん
の
負
阻
む
蛋
く
な
り
ま
す

が
、
将
来
の
保
障
を
大
き
く
し
.
ょ
っ

良
い
年
金
を
受
け
る
た
め
の
む
の
で
す

昭和55年 4月IASW 広・うおづあ怠たと市政をむすi耳

保険料は

さかのぼって
納められる

年
令
い
制
談
所
は
.
俗

ηあ

3
木
版
日
に
、
市
民
相
談

室
で
開
設
し
て
い
よ
す
・

今
月
の
絹
雌
眼
目
は
、
げ
臼

で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
附

く
だ
8
ぃ
.

の
で
.
ご
協
力
く
だ
さ
い
.

タ
お
、
付
加
山
保
険
制
竹
は
従
米
ど
お
り

問
O
O円
に
す
え
れ
か
れ
ま
す
の
で
.

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
万
は
、

ー

か
月
四
.
一
七

O
円
と
な
り
ま
す
a

年
金
戸
穆
カ
ル
ト

年
金
手
帳
が
ニ
つ
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
グ

問

A
止
勤
め
た
会
社
か
ら
年
ム
手

帳
が
泌
さ
れ
ま
し
た
が
、
訟
は
以
前
に

ら
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
.

そ
こ
で
わ
年
金
手
帳
を
波
さ
れ
て
お
り
.

二
つ
の
年
余
子
似
を
け
っ
て
い
る
こ
と

に
は
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
.
ニ
の
州
場

合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
・

答

厚

生

年

余

撲
で
は
.
被
保
険

行
川
州
問
を
A
H
材料
し
て
、
年
金
を
五
給
ず

る
必
川
K
L
L
・
被
保
険
抗
ル
付
与
』
社
会
似

険
庁
で
際

Uhuけれ
ば
々
り
率
ゼ
ヘ

し
た
が
っ
て
、

以
初
に
被
保
険
行
と

な
っ
た
と
さ
は

.Mm保
険
行
原
簿
に
氏

up-U叫H
Z
R
Jが
登
N
M
さ
れ
.
年
A
M
d
r

械
に
む
そ
の
記
号
信
号
を
記
山
似
し
.
交

付
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、

一
色

の
間
悦
川
で
き
る
健
保
険
行
必
サ
鈴
ザ

と
は
り
、
被
保
険
行
の
↑り
が
勤
め
先
企

変
え
る
よ
う
タ
・
』
と
が
め
っ
て
b
-
』の

い
山
立
怖い
J

が
出
金
す
る
よ
う
わ
勺
ニ
と
ら

あ
り
ょ
せ
人
.

ニ
の
た
め
、
被
保
険
析
で
あ
っ
た
お

が、

川
就
職
し
被
保
険
与
れ
と
な
る
と
き

は
.
あ
タ
た
が
勤
め
る
会
社
の
悦
主
主

を
通
じ
て
年
金
手
帳
を
社
会
保
険
が
-
務

.55~手 6 月 30日が期限です.グ

保険料I止、 2年IUI納めr.. ・いでいると時刻jで納

められなく与り ます。しかし‘縫い1111保険料を

納め忘れた人でら年金をむ らえるように.特例

で、lI{j和53年 7月から55年61130日までの.IU1r.11
に限弓て.時効になった保険料をさかのぼ勺て

納めることができます 3 この特例納付の保険斜

IJ. 1かnあたり".C糊)円です
特例納付tJ、.lJlrE.同氏年金に加入している

人だけでタく .60縫をすぎた人やその後就恥し

た人む.過去に同氏年金の保険料袋納め忘れた

JUII川があれば.さかのぼ勺て納めることができ

ます.

ただし.サラリーマンのI}!さんなどff:厄Um人

のJUI川tt符例納付できませ人

保険料の免除をうけた人が、その後. 1，，~が

でさたと.HL10年間さかのぼって、その当時

の保険料で納めることができます，

所
へ
供
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.
 

.
 
』の
年
令
J
P-似
の
提
出
走
ゐ
れ
ま
す
と
.

新
た
に
別
の
い
ル
ザ
脅
す
の
年
分
子
阪
が

交
付
さ
れ
、
め
向
性
た
の
州
場
合
の
よ
う
に

二
つ
の
年
余
手
似
合
け
つ
よ
と
に
々
り

ょ
す
.
す
れ
悼
わ
ち

.
M
.人
で
あ
勺
て

む
被
保
険
い
れ
と
し
て
は
別
人
と
わ
リ
リ
、

年
A
F・会
決
定
的
ボ
し
た
際
に
絞
似
険
行

則
間
が
比
り
心
い
と
い
う
こ
と
が
起
り

川
げ
ま
す
の
で
.
て
つ
の
被
保
険
伝
記
号

佐
H
Vを

一
つ
に
す
る
印
刷
け
が
必
.袋
と
む

り
ま
す
。
こ
の
場
人
H

は
、「M
生
棺
ア
次
保

険
彼
保
険
計
年
余
下
核
止

J
R
4出間

取
消
川
』
告
社
会
保
険
恨
俗
品
川
に
徒
出

し
て
く
だ
さ
い
.

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
け

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
の
納
入
が
旬
月
や
3
か
日
ご

と
で
は
不
縦
だ
と
い
う
万
ゃ
.
忙
し
く

て
暇
が
な
い
は
ど
の
方
の
た
め
に
仰
納

(的
弘
い
)
の
方
法
が
あ
り
ま
す
.

こ
の
前
納
は

『年
」
を
川
中
位
に

l
年

以
ト
.の
削
聞
に
つ
い
て
で

3
る
也
て
仰

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
平

4η
以
院

の
保
険
料
析
が
僚
定
し
て
い
タ
い
こ
と

も
あ
っ
て
、間引
k

仏
は
、
回
年
3
月
ま
で

の
保
険
料
に
つ
い
て
だ
け
前
納
で
さ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
・

前
納
さ
れ
る
と
前
納
割
引
の
管
醐
聞
が

あ
り
ま
す
.

せ
い
ぜ
い
ご
利
府
く
だ
さ
い
.

前
納
の
渇
合
の
保
倹
料

O
定
制
保
険
料
の
劫
A
H

-
年
分
の
納
付
制
問
万
問
千
百
五
十
問

11 0 

1守国 1?I I 五
iろ民 ぐと i キ7
1う 年 え|司 ZZ 
!我 金 標 j引日間M9j家カ暦!?八紛れのけ jfI 民五
福て i訂fi U IL 
tlI:……μli刊

(8) 

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
は
迫
納
で
き
ま
す

夫
総
し
て
所
川
仰
が
タ
い
と
3
ゃ
.
火

災
タ
ど
で
大

2
M
m得
金
比
け
た
り
.

家
計
が
船
内
し
い
な
ど
の
均
的
で

何

民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
闘
機

信
と
き
は
.
由
甲
柑
附
し
て
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
.

し
か
し
‘
免
除
を
受
け
ま
す
と
、
将

来
.
怠
紛
年
金
を
受
け
る
と
き
、
さ
ら

ん
と
保
険
料
を
納
め
た
人
に
く
ら
べ
て
.

4
一分
の

一
の
年
余
.
し
か
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
.

こ
れ
や
晶
、
つ
た
め
に
、
@
臨
与
長

け

た
期
間
の
保
険
料
を
迫
納
し
て
.
調

m

の
年
金
を
A
A
け
る
方
法
が
で
き
て
い
ま

す
.
こ
の
泊
柄
は
、
免
除
を
受
け
た
期

間
か
ら

ω年
以
内
な
ら
ば
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
当
時
の
保
険
料
で
納
め
ら
れ
ま
ず

か
ら
.
令
市
に
余
怖
が
で
き
た

H
U、

ぜ
ひ
、
保
険
制
の
迫
納
金
し
て
、
よ
り

内
向
い
忽
全
会
会
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

会』い
.



日目制55年 4月1EI発行広緩うおづあ怠たと市殺をむすぷ

息
酬

懲
え
よ
人
生
r
・
本
と
の
ふ
れ
あ
い
:
①

第三怜郵便物認可

v
yt
Y
1

、111

、、
よ
は
分
業

半

の

す

の
下
と

V

H
惜
町
一
A

-1-

大きな11113-4牧、 小書 官
糞なら 5-8般の業を妓Lτ
他の事(1立とる

ど

4

さ
し
床
の
土
は
.
消
却
附
で
、
通
ト
バ

伎
の
あ
る
も
の
に
し
ま
す
。

こ
の
と
き
」
、
肥
料
は
与
え
ま
せ
ん
。

5

発
隙
す
る
ま
で
は
.
地
表
郎
の
湿

度
を
保
ち
.
強
い
臼
品
ん
や
嵐
を
あ
て

匂
い
よ
う
に
‘
気
を
つ
け
ま
す
。

6
M
m
が山ω
て
く
る
と
.
が
が
仰
ぴ
て

き
ま
す。

そ
れ
ま
で
は
.
さ
し
伎
を

件拭
い
て
、
刷
出
が
山
山
た
か
ど
う
か
を
調

べ
る
の
は
然
物
で
す
.

{
「
花
作
り
の
基
礎
」

よ
り
)

ニ
の
ほ
か
に
、

「
盆
載
の
月
別
作
集
暦
」

可
奪
花
づ
〈
り
』
『
庭
木
・
花
木
の
手
入

れ
ロ
ヵ
月
』
「
稼
庭
菜
掴
」
「
鉢
も
の
な
ん

で
も
相
滋
」

な
ど
の
周仲
一回
の
本
が
あ
り

ま
す
ω

ど
う
ぞ
.
矢
部
町
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
山
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊
2
週
間
で

無
制円で
す
。

一

み
ん
な
い

っ
し
ょ
に
/

町

一

4
月
の
お
し
ら
せ

山

一

日
叩

本
の
ク
イ
ズ
に
銚
戦
，

w

み
ん
な
で
挑
戦
し
よ
う
/

一

く
つ
わ
か
る
か
な
?
?

内

日
制

か
げ
え

一

か
げ
え
で
で
き
た
お
は
な
・

一

3
じ
ぬ
ぶ
ん
か
ら
.
こ
υ

一

む
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

川

柳

教

室

。
と

さ

4
月
凶
日
附

午
後
l
時
純
分
1

3
叫
吋
初
分

。
と
ご
ろ
魚
法
市
立
鴎
市
町
館

。
課

題

『
ア
ン
テ

ナ
」『縫
泳
』

O
漁
師
木
村
必
見
械
先
定

ど
な
た
む

お
災
特
に
ど
う
ぞ

山野の行楽

には

細心の

僻11
LLlや"の総ιIJ..:' ~に i.t< ~-・ 1) _ハイ

キ ングや I11 当~l主リ ン ー ス・ ン となリ llJ 世fに

lhかける人が多 〈なリます.

作ささグ〉はI'tli，村iill，'i.f，，:・どカサド-/X.に

依燥しており. ちょっとした火気で大き

な llJ 火"，- と なります. 火~U.: ! ま 1 ・分tUf.

し.大切なn然を';"るため次のマナーを
厳守しましょう

(1) たさ火を し た時Li、 ~It台本を完全に

するニ と.
.‘'・.

(2) たIL二のI倣級li.必ず消すこ と.

(3) !Il カ・ ら ん 1 .1' ニのI1且 -~生 を 4止げl~て ない

ニと

(4) ~~;風、又 IJ 乾燃l時や+，1;tl 'i¥: ~'ýの危険

ゑ・』品所での火災の使用'i、つとめて避
1 tるよと .

(5) 火人の持 "fを必ず受ける二と ぬ

以 kのばか、 1 11のill鰍防 止 J，H(~ として

次のよ とを厳守しましょう .

o'll4虫行動を しな、、.0行き光、をIUI6寵
にする.0 l!鴨噂lf，，:行動をとら会・い. 0 [11 

，'， でのiをいれ{即時はそのぬを動かす倣11})

を持つ。

園
芸
・
家
庭
菜
園
の
本

同
凶

A
-
M
W

4
月
の
羽
wr前
は
、
樹
木
の
さ
し
本

に
よ
い
時
期
で
す
.

さ
し
木
告
す
る
に
は

ー
ま
ず
.
太
く
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
闘

く
し
ま
っ
た
感
じ
の
.
お
絞
を
選
ぴ

ω
1応
酬
に
切
り
ま
す
。

2

切
り
と

っ
た
伎
は
.

一
日
く
ら
い

水
に

つ
け
て
お
き
ま
す
e

3

般
は
節
の
す
ぐ
F
か
ら
出
る
ニ
と

が
多
い
の
で
.
節
の
下
で
切
り
、
余

分
の
縫
合
取
り
ま
す
c

色--

労
働
保
険
年
度
更
新

5 
月
巾15
先日
.ま
納で
付に

労
働
保
険
の
日
年
度
の
微
算
保
険
料

と
.
例
年
度

の
隙
定
保
険
料
の
巾
告
納

付
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
々
り
ま
し

た
こ
の
山中
止
円
市
川
は
、
み
は
さ
ん
が
自
ら

保
険
制
を
算
定
し
.
銀
行
世
干
の
窓
U
で

申
告
部
と
保
険
料
と
制
時
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
早
め

に
ゆ
止
円
、
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

制
裁
、
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
労
働

総
抽
叩
昨
叫
相
H

持
ま
た
は
公
共
械
業
安
定
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

股
備
近
代
化
資
金

と
債
償
貸
与

ー

l
申
込
み
受
付
|

|

以
で
は
.
中
小
企
業
煮
を
対
象
に
出
向

凶
限
設
備
の
設
遣
に
必
要
な

「設
備
近
代

化
資
金
」
を
貸
付
け
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
.
く
わ
し
い

こ
と
は
米
山
必
で
す

が
.
日
年
度
第

一
嗣
受
付
期
間
は
4
丹

羽
目
か
ら
5
月

ω
aま
で
の
予
定
で
す
。

手
た
.
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は
.

設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
の
A
回
濃
化
を

は
か
る
中
小
企
業
者
に
付
し
て
、
設
備

貸
与
を
す
る
・
』と
に
し
て
い
ま
す
.

詳
細
は
未
定
で
す
が
.
受
付
け
は
4
月

l
日
か
ら
5
月
別
日
ま
で
で
す
.

申
込
み
受
付
け
は
、
商
工
鋭
光
課
ま

た
は
商
工
会
議
所

(投
愉
貸
与
の
み
)

で
す
.
。
ぉ
、
次
の
よ
う
に
制
説
明
会
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
.

融
資
説
明
会

23 
日

設
備
近
代
化
資
金
投
び
必
働
貸
与
制

度
等
の
説
明
会
は
、
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
の
で
.
利
用
品
叩
常
災
は
、
説
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
.

マ
日時吋

t
4
月
幻
日
制
午
後
1
時
刈
分

マ
場
所
1
魚
川
伸
車
問
工
会
議
所
三
附
会
議

申
ま

1

・it
-
--i
l
i
f
t
---
l
i
l
i
-
-
2
4

…
婦
人
市
民
大
学
講
座
…

(第
4
回
)
一

一
日
時

4
月
初
日
間

-

午

後

1
時
初
分
1
3
叫吋
ぬ
分
…

一

場

所

本

江

公

民

館

一

一
鴻
附

日
山
臓
業
訓
練
続
期
大
学
校
一

…

2
・持

Z
E

一

一

本

付

金

氏

一

…テ
l
マ

「食
品
会
考
え
る
」

一
定
日
開
u
h
へ先
篇
順
入
効
無
料
}

一

一
+℃恥

徳

山

総
定
訓
練
削初期
大
m
r俊
一

8
0
7
6
5
凶
5
5
5
2

一

…
山
崎
健
魚
派
市
教
行
委
u
H
A
E

…

…

発

作

市

史

品

人

会

一

一

魚

涼

浦

工

会

議

所

.

…

街

川

部
川
年
会
議品
川

&
叫
州
川
銭
円
前
供
出
草
加
剛
一

p

・a・--・i』
'1
1
・t
i
i
6
1‘t
-it----li
L

(9) 
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雲
市
陸
4
月
1
5
月

V
傍
観
学
級
(
A

コ
ー
ス
)

?
4
H
M
U『
弘
中
}

『

与

引

吋

1
.ト巾
円
、1
5川
・
ナ
1
.ト・
を
E
L
f

-
a
g
H
U
H
a
1
S
U引

44日
n
q
J
J

一
'
'''
・""

羽
分
一
時
間
町
付
}

マ
場
明
日H
魚
沼
保
健
婦
』
滑
な

-
L
付
税

妊

娠

し
て
い
る
人
と
安
政

一人
，H
け
の
内
作

-
険
両
日
妊
娠
か
う
分
的
ま
て

-
実
訓
H
l
安
市
の
た
仇
MAM
M

M体
何

・
実
割
引
H
M
ぬ
中
の川
半島氏.山
n刷
F
N附品川

.
崎
両
H
サ
へ
仰
の
刷
込

-
A
ぷ
|
妊
娠
の
生
剛刊

(仇判的

-
実
割
引
H
光・
火
作
札
世
間
邸
脱
き
は

う
の

予
防
-
そ
の
他

H
m予
の
制
ほ
れう
ど

マ
M
問鼎唱
の
む
は
HTH
に
必
ず
そ
け
ま
し

F
1
叫吋
川
の
郁
A
H
が
.悠
い
人

u
.

ぷ

uづ
っ
て
む
抗
出
川
で
J

マ
H

刊食、

ス
ラ
ヴ
ク
ス
.川吋

-t子
制
収
そ

持
参
し
て
く
.た
さ
い
.

マ
乳
児
検
惨

s !. 
'I 
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崎 .1・

寸

z
・か
け
川
品
検
冷
叫
に
、
件
関
節
校
、
.』

山・
9
時間
、
け
令
仰
せ
F

J
H

い

E
J

V
一

簸
六
か
月
兜
検
鯵

〔
お

-r為、J
e
A
41
川
の
ね
ら
行
ず
叫
九

ん
円
プ

-
7
・
ン
を
ご
時
中
心f
、
.
た
さ
い

-v三
愈
児
検
診

5 
11 1I "1 I " :!:t 11 
ね11 制tI I'!JII 

'i 1 む l f. .1 
る11 る1I "1 
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可t
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，_ t‘r; ・
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-・
明
叶
H
魚
川
保
附
鴨
川

や
そ
付
ド
午
後

一
時
1
・
時

V
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

磁
傷
昆
〈
一
-
一
種
混
合
)
予
防
接
種

は
、
年
2
田
(
春
と
秋
)
実
絡
す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

ド

，
A
・1
行

あ
l
M

防
相

T
4
川
i
M
m叫
h
.
-
w仇

児

・
l
M
M
H
4
Hり
2
日
刷

・
2
M

M
H
l
H川
初
日
榊

・
河
川
H
U
G川
口

日
川川の

1
川
は
M
W
で
す

-・・
ぬ
児
亡
主
ド
品
付
の
終
・1
し

τい
々

し
幼
児
む
合
む

}

円引
2
州削
H
川和十
4
H川
l
H
以
前
に
お
l

削
そ
2
川
I

1川
地
河
川
内
終
了
し
て
い
-h
v

.
-
A児

、
々
お
.
同
川
内川
ル
1
九
品
川
弘
て
M
m
M線

"
の
川
付
か
出
れ
た
幼
児
け
‘
J

・M
W
川北

九

H
U亡、
J
1
は
ん
が
、
ジ
ワ
チ
リ
ア
レ
-

川町似
凶臓
の・

布
引
先
円
を
父
け
て
く
だ
さ
い

マ
実
地
口

W

;
弘
今
1
向山川
H
終
日
と
ら
ヤ
1
涜
l
山叶川州

司

d
1
E
l

:

:

1

4

1

t

;

分

1
2
W

-vよ半
期
生
ワ
ク
(ポ
リ
オ
)役
与

-A
中，
vn

M刊
川
H
)HH
M
年
7
川
l
日
生
ま
れ

t

日
午
l
H円
引

H
生
ま
れ
。

2
M
HH
r
H同
年
2
月
l
u
色
ま
れ
。

例
年

-hH山
日
生
ま
れ
。

そ
の
他

H---A児
℃
ま
だ

2
州
飲
人

て
い
ペ
い
仙
川
孔

い
明
町
川
口
刊
引

{ぷ
山
1
H
に
m
A
H
の
忠
い

ん
リ
.
い
づ
れ
の

U
伏
で
む
ご
糾
川
'

.r.3い
-

" 
~ 月

1:1 
'‘ 
. 1， 11 

)J 1I . !I t制 11 1'.11 

u v 1 I~I 11 1、 f41 • 
'f附 ωら. h・ . . 
町内地'" 

人
" 

ti.V.E』占" tt IiI 
t世

tU 
人

“ 
下

開 111 

Ll" 1 ~: ι lt; 
館

星 ←←…

「
比
五
wv
m
H
山刊
し
ん
-
ハ
・
ン
カ

--r防

災
日開地山

・
か
け
を
村
治
1
4，
句
い
ん
い
幼

児
は
.
ホ
ワ
7
-
ポ
リ
オ
』
代
う
け
て
き

ま
は
ん
、

マ
交
付
時
間
H
九
日

E
eu午
鉱
山
l
M吋川

-ri、，
L
f

'
!
;
L
 

'

:
H
 

v
am
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
篠
圃
也
実
絡

伊
夫
ぬ
附
守
的
H
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

朕
的
で
完
ぬ
し
，
、
い
ま
す

マ
彼
M
H
対
象

m
H・
4刷
会
』
山
t
L
U
に
生

後
間
か
川
か
・
り
…
め
か
け
に
ぶ
れ
る
州
閉
山
内

で
年
山
'
引
駈
し
て
い
ま
す

マ
山
叩
込
み
む
法
H
山
弘
前
尽
M
叫
ぶ
似
健

係
で
、

hm凶
何
千
防
抜
M

仰
の
巾
込
み
合
し

，
7
、バ
ペ
』い
a

【

V
制
円
余
燃
料

ヤ仲
代
立
由
市

H
q
.リ
ツ
『ポ
リ
す
}川
和
L
f

徐
ー
か
け
を
μ
札
過
し

τい
ん
い
幼
児
付

川
シ
カ

F
防
終
日
聞
は
で
き
ま
せ
ん
.

V
日
本
脳
炎
予
防
健
常
種

戸、出
刊
Mm
の
付
匁
及
び
布
法

3
嶋崎
3
日
必
主
て
の
人
存
ね
咲
と
す
る

.
Mm川
修
Mm
H
7
u
‘，

u
u川
断
で

2

凶
彼
MW

-E
m膏
中
日
刊
川

E
4
η
M円
ド
l
川
.

'
1
4
1

1
;
41
iw
t

i
 

線
"
で
Hmm附
免
伎
と

rろ

-

H

椛
ぬ
免
山
市
終
・j
品同
.一
uh岨
ま
で
の
人

に
刈
1
て
3
年
ご
と
に
追
加
免
俊
と
し

:
l
M京
総
司
る

-小
川
十
代
2
年
ル
に
と

5
年
生
.
小
山
誌
2
年
生
亡
九
小

・
小

中
間
亡
実
施
し
℃
い
よ
す
-

h

う
ね
.
---

川崎以

K
C
他
此
守
へ
入
っ
て
い
り
い
幼

児
叫
次
の
け
打
て
明
括
し
:
い
主
I
・

マ
実
ぬ
け

(10) 

1I1 ，lI 内 !!': 
弘 ~. {且

「・1 ('': E11 h r(. 
，. 

(1 (， η " '"時~ l咽 ltl 1量1 !剖

可 お- :) ~I 抗
1I 1111] I1 
I:! I いl
11 11 I tl 11 f量
'11 1 '. ‘~ I'~ 1+ 

~ 

ー

~ 

ー

~ 
'11 I1 11 I! 
I~ 15 11 I~ い1
11 11 11 11 't 
，'p t叫 、iJυ" 帥

V
A交
付
叫
川
川

H
O作
日
と
む
午
後
l
M吋
却

4H
1
2叫川

マ
料
金
也
知
的

V
上
必
の
予
防
掩
怖
を
受
け
る
品
川
に
‘

次
の
務
ゑ
穆
項
に
積
当
す
る
人
は
.

A
P

M
の

f
防
般
的
が
会
け
ら
れ
な
い
人
で

す
。
十
分
ご
佐
立
く
だ
さ
い
。

川
党
然
し
て
い
る
人
ま
た
は
渋
し
い
栄

必
命
阿
川
の
状
態
に
あ
る
人

ω心
u
m胤
mUAm.
じ
ん
厳
狭
山
骨
ま
た
は

肝
臓
伐
忠
ケ
ど
の
た
め
に
治
容

勧

め・

υれ
て
い
ゐ
人

川
出
MM押
し
よ
う
と
司
る
娘
Mm波
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
三
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
ヘ

仙
過
去
に
お
い
て
.
ニ
の

F
防
接
Mm
に
主

り品
川
反
応
を
吋
上
し
た
こ
と
の
あ
る
人
訪

問
捻
併
前

一
年
以
内
に
.
け
い
れ
人
の

佐
状
を
H

ぶ
し
た
こ
と
の
あ
る
人

川
.ト
刷
を
し
て
い
る
人

mそ
の
他
.
徐
州
立
行
A
，
こ
と
が
不
適
勺

と
川
崎
め
ら
れ
た
人
以
上
の
人
は
彼



回押
，で
き
ま
せ
ん
の
で
、
波
立
し
て
く

だ
さ
い
。

マ

悼

惜

Mm当
日

.
仰
と
伎
の
体
h
H
h
は
で
き
る
だ
け
自
主

に
お
い
て
計
っ
て
く
だ

g
ぃ
.

-
時
-bs予
帳
、
印
鐙
持
参
の
こ
と
.

V
胃
検
診

マ
受
付
H
午
前
9
叫
吋

tω
時

マ
料
金
H

一.r-
円

。
受
診
さ
れ
る

H
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
討
し
上
が
ら
む
い

で
く
だ
さ
い
.

第三傾銅:便物品:t.r 

町
内
川
術
院

4
月
の
休
日
診
療
医

町i初551f.'1 11 1 IJ発行

一日刊
一
川
一
担
問
医
院

広領うおづ

u
u
一
川
一
早
川
病
院

初
日
-
川
一

F
H庁
病
院

'!.7 
u 
(11) 

あ&たと市政をむずみ:

約

u
一尚一

倒
的
民
民

崎
清
一

ω一
紛
崎
町
凹
従

4
u
一山
一
一
噂
仲
町
民
也
院

5
日
一

ω一
低
体
医
院
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-v婦人
検
鯵

マ
爪
比
付
H
午
後
l
山
吋

1
2時

マ
料品抗
日
九
O
O円

マ
4
刀
錦
日
行
少
年
ホ

1
ム
で
の
検
み

は
.
併
せ
て
乳
が
ん
検
出
o
e
u行
い
ぷ
す
.

料
金
は
九
五
O
円
で
す
.

門

V

が
ん
の
い
間
発
見
、
早
川削
治
僚
は
.

が
ん
に
、
-
づ
巧
勝
つ
叫
叩
.
の
子
N・

s.℃
で

す
.
卜巾
で
は
、

-
人
で
む
多
く
の
万
に

が
ん
険
ム
貯
金
受
け
て
い
た
ど
さ
た
:

険
診
制
什
を
串
「
師
側
助
成
し
て
お
り
ま
す
8

.
年
に

一
一
叫
が
ん
倹

8
4ふ
λ
け
ま
し

ょ・つ
@

V
健
康
相
肢
と
健
康
体
録
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世
界
保
健
デ

l
〈

A
『
同
月
マ
，
ロ
H
V

テ
ー
マ喫
煙
か
鎗
廠
か

。水道料金の改定。

r11広総:~ I J ¥)-で.水道事業の財政ピン手をお匁lらせしょ

したが、、二の段、 :JI J定例市ぷ会において汁肉ifnl'f議され.

給水原怖の 1・'. U・と. 以 1(1仇:m~解消を同るために 、事キ金改

定もやむ~え々いという ζ とに fJ リ、 55年度.J JJ分から、

訴斜~I'tでご 千IJ JlJいた Iご く ことに伝りました. 今後はより一

層.健全1.;か ~Hl"~1・HAるととむに、水の安定供給に努力

しますので.ご利IIJ行のIQ，1)，をお曜か、します.

浸
水
地
区
の

の
と
mb
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
回
年
度
は
.
緑
町
、
港
町
.

絞
問
中
町
.
東
町
惜
干
の
嵐
広
水
区
凶
取
を
解

消
す
る
た
め
.
村
本
.
こ
う
々
ぎ
川
.

以
の

F
m市
ド
水
路
島
』
仙
軒
続
的
に
崎
行

し
て
行
く
h

十
人
-
止
で
あ
り
ま
す
.

解
消
工
事
完
成

料

IIli主曜日 区 分 水 fi 斜金

総本料金 10m' 4笥開} 
. .1' JII 
sI過料金 1m・につき 100 

嶋本料金 10m・ 臥)()
V~ f~ fIJ 

組過料金 Im'lこっき 110 

総本科金 l∞m' 5，000 
lti te 111 
t自治斜金 )，n'lこっき 110 

絵本料金 20m' 2，似)()
一時給水
ω過料金 1m'につき 110 

t内 火 tl' 1怜10分毎 5∞ 
.ri 事1給水 1 m' 150 

使用畳水量量(メーター)使用料

nl.f.別 金額(1岩月につき}

1:1醐 70 p1 

20.1111 140 

25mll 140 

40飽. 270 

501110 1 ，300 

i5c1i 1，700 

100tu 2，200 

，a..t 111込 lfLn 500 例

"約終 tfl'fL料 以)()

~，f(L・I'~賞金子l'{科 政均

事~I 舗を!ftすごと に 1∞ 
修納 f.fL斜 日)()

r.n tt T' fL 約 政均

。1)

手 費量斜



:n ~IUlj便物認可

-
税
の
納
金

IIR拘55!f， 'IIIIB交付

⑧
⑥
⑤
⑫
 

ぅ
.
そ
ん
伝
時
ホ
ー
ム
へ
米
て
.
作
サ

ー
ク
ル

・
数
発
救
出ャ
へ
入
会
し
.
幽
聞
く

れ
れ
行
た
勺
て
巾
品
作
の
1
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
ム
ま
せ
ん
か

.
F
，
、の
仲
間
.か
仙
川
「

て
い

主
寸

-
教
益
教
山
常
総
介

制

Hm
-山怖貯市
・
日
本
人
形

・
帆
糸
・

お
ば
・
:
さ
ら
の
お
付
・

生
化
件
数
山
小
.

で
す

-
リ
l
ク
ル
総
介

札
交
ダ
ン
ス

-
FA
-d
吟

・
ヘ
ル

ス

・
郷
仁
川
八
品

・
ギ
タ
1

・
絵
州

・

民
同
州
・
』巾山時

・
屯
犠
・
泊

・
デ
ッ
サ
ン

・
7
f

l
ク
ギ
タ

1
・
符
サ
ー
ク

ル

τす
-

開
館
時
間
!
午
後
l
叫
吋

1
午
後
9
時

休
節
目
|
似
辿
日
悩

・
出
川
白
川
村

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
.

倉

山

1
4
3
3
り

4
H
l臼
か
ら
、
魚
川
ゆ
市
収
納
代
用

金
繊
縄
問
と
し
て
紛
た
に
市
山
似
労
働

金
泳
魚
川
冷
え
伐
を
指
定
し

E
し
た
-

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
し
物

fr十 .<<t令作 1、・
f蹴車a-" .11.1司の 1¥叫l

事ttEtr教StiE ，、
，" <:e ¥J 1t し
lk tia A 物
会-全Ii: flI( r.‘ 会司Z 会

午27 'r6 '1"5 IJ 
1(1前日 10品;jlJ 1 I島U

ーー

l.'j 111) .~ "11 時 11)

司眠 '昆
国

sF入-O 斜 tI n 
J責:'.'Q:(附 .<<t ~!' 
; " .~f111 .1' 岬l f硲
収総i! 句邑 F‘ 

広・ぅ~づあfó， tとと 11ï~をむす，3;

-
若
者
の
来
館
を
待
っ
て
い
る

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

勤
労
背
少
年
ホ
l
ム
は
、
幽
聞
く
v
H
少

年
の
惣
・
出
哩
味
・
教
集
等
仕
事
の
A
m照

を
策
し
む
崎
で
す
・
4
月
は
ゆ
「
伎
を
巣

立
っ
て
.
実
役
会
に
と
び
出
し
た
打
釘

が
不
安
と
緊
張
悠
そ
悠
じ
る
月
で
し
ょ

水族館等が開館
*族館 -1 n I 日 -IU ]J 3 1 1~

t宅没休時物館

4月11:l-11]J301:l

歴史lt.:俗資斜鮒

4月IU-IIH30日

-
し
尿
く
み
取
り
料
金
の
改
定

し
尿
く
み
取
り
料
金
は
、

m晶
体

T
4
月

(. .街)
サ午 4 碩 |
lン 前月献 l
プ 1019血
ラ 時 aに
ザ i出 ご
前芸努
品 会
30 さ
分 い

/ 

か
ら
I
え
お
き
し
て
き
ま
し
た

こ

の

間
.
初
年
し
ほ
く
み
取
り
妥
託
料
.

し

M
県
処
剛
川
会
d
山
制
円
相
円
余
材
作
袋
げ
山削
H
.

そ
の
他

一
舵
伐
慢
が

m
mし
.
市
の
れ

仰
が
符
し
く

mM相
し
て
い
ま
し
た
一
ニ

の
た
め
に
.
溢
正
々
白
川
似
合
お
願
い
し

た
い
の
で

.
4
n
l
uか
う
次
の
と
お

り
料
金
の
改
弘
を
行
い
ま
す
.
ご
了
知

刷馴
い
主
甲
内札
制
問
料
金

人
仙
川
前

一
人

月
額
八
C
刊
が

一
一
C
円
に

従
内
市
斜
金

凶

m
H
・当
り

四
二
円
が五
八
円

。
け市
本
科
令

く
み
取
り
一
回
に
つ
き

aJU
O円
が

三
O
C円
に

な
り
ま
す
.

し
械
く
み
取
り
料
金
の
集
金
人
が
刈

っ
た
時
は
.
納
付
脚内
の
内
容
を
綬
必
し

亡
え
弘
い
く
だ
さ
い
.
納
付
靴
作
を
山
川
山市
-

に
主
っ
て
受
け
取
・
勺
し
れ
る
万
は
.
般
滑

り
の
集
協
又
は
市
内
4
8般

機
関
等
に
納

付
し
て
く
.た

S
ぃ
.

-
本
江
保
育
園
落
成

昨
年

9
Hか・
つ
工
事
に
清
仁
し
て
い

た
.
u
u
A
Z愉
祉
法
人
本
江
係
省
日
聞
が
完

成
し
て
い
よ
い
よ
4
月
l
B
か
ら
間
関

し
ま
す
向
山
凶
行
側
は
.
魚
川
ゆ
保
健
所
怖
に
建

設
さ
れ
た
ら
の
で
.
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
法
リ
ニ
同
町
住
て
延
じ
-
一

千
打
メ
ー

ト
ル
の
.
近
代
的
な
設
備
の
ぷ
誕m
b
悼
む

の
で
す
@
定
H
H
m
w
れ
で
す
が
.
主
だ
往

設
さ
れ
た
ば
か
り
で
4
Hけ
か
・
勺
の
掛川市尚

人
H
M
に
は
A
m怖
が
あ
り
ま
す
の
で
.
幽聞

く
同
織
の
保
行
に
欠
け
る
児
市
に
.
大

い
に
治
則
さ
れ
る
こ
と
を
馴
件
し
ま
リ

e
M
1
4
6
0
0
 

-
直
属
作
蝶
標
準
料
金

K
半
年
使
の
食
作
業
保
櫓
料
金
は
.
市

内
農
慾
同
体
と
協
議
の
し
ん
.
去
る
3
川

の
農
業
委
H
H
会
に
お
い
て
.
次
の
よ
う

に
決
定
さ
れ
ぶ
し
た
の
で
お
知
ウ
ゼ
し

本
酔
廿
ヲ

マ
ト
ラ
ク
タ
ー

十
ア
ー
ル
当
り

一0
.
h
O
O阿

佐
起

h
.2
一C
C円

悦
船

・
一二
ハ
C
F
-門

化
船

二
.
人

二
}
問

v
m
M出向

五・

h
O
O円

マ
コ
ン
バ
イ
ン

一

h
.
九

C
C円

マ
人
夫
氏
金

{
聞
紙
、
Mm刈
}

tL: 9J 

γ

九
.
・
ハ

O
O円

五、

一
O
O円

(12) 

-
緑
化
週
間

U
制
令
大
切
に
し
、
U
制
御
前
る
州
U
か
れ
也
仰

に
し
主
今
i
y
六

4
月

ω日
か
ら
お
日
ま

で
級
化
週
間
が
く
り
仏
げ
ら
れ
ま
す
.

4
れ
金
蝿開
会
に
、
さ
う
に

.
m械
的
に

ハ
'T
-M化
し
.
う
る
お
い
あ
る
た
し

い
仙
と
し
ょ
し

ι今

ト

v
ぉ

.u"の
材
似
抗
野
全
巡
動
会

4
川

l
uか
・17
初
日
よ
で
.

.
 川帆
mw
.本
の

日
惚
を
む
と
に
.

H

栴
命
活
動
の
展
開
を

F・
山
止
し
て
い
ま
す
ι剛山泊
↑
mu開
作
推
進
会
H
H
A
2

，伸
び
る
芽
を

守
れ

わ
が
子
も
人
の
子
も
e

-
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に

便
利
な
電
話
『
ひ
ぴ

8
」

-
回
開
予
の
』
仰
を
凶
削
畑
岬
の
怜
に
鍛
動
さ
せ

て
聞
く
A
H
伝
疎
万
式
の
電
話
織
で
す
.

点
"
を
大
3
く
し
た
だ
け
で
は
州
さ
と
り

に
く
い
と
い
う
万
や
仰
い
仔
・
低
い
点
H

が
附

S
と
り
に
く
い
ド
り
に
純
利
で
す
-

t
川
波
凋
節
の
ほ
か
.
占
行
賞
圃
間
前
む
で
さ

ま
す

の
で
.
制制
予
の
内
会
聞
き
と
り
や

可
く
で
き
ま
す
.
む
ら
ろ
人
.
符
泊
の

従
ぷ
圃
聞
と
し
て
む
利

mで
き
ま
す
.

川
額
料
金・・・・・・九

O
O円

魚
博
也
鰍
包
括
局
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-
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
名
万

寄
贈

e
野
沢
義
晴
氏
。

ie ill;: 2 11 
科時;J ニ・・・館のJJ22のへ1'， ーー{よ
得 JJにがど
附をゆ rlitt 
さ 4 か内 j/{
れ JJ り~It .1主
主 lのIi!ifI 
し 11 め町~\:
fニ主る - -
リ 1)rl' 111 
!日JI'I. *内
総ぬiJ!J衡
の l臥リ 1;1

一-・・・・ーー

-
全
日
本
交
通
安
全
表
彰

内

V

交
泊
栄
時
宵
仲
H
U
柿
十
字
金
役
会
彩

小
れ
L
r
k
心
的
氏
村
本
町

あ
て
ト
州
出丸
品
川
安
九

SM民
運
動
中

央
大
会
で
よ
交
泌
安
A
L
幼

労

行

と

し
:
・

駒
内
・
切
り
i
k
山
口
投
び
に
全
日
本

文
必
-
W
A
g
陥
会
ト
代
必
れ
の
ム
似
を
A
4

け・
V

れ
主
し
た

川
氏
は
.
K
1
通
安
全
山
同
会
の
品
判
例
砂

役
H
H
と
し
て
.
永
平
交
通
が
般
の
タ

い
払川…
J
市
そ
っ
〈
る
た
の
に
.
h
H
M
m

さ
れ
二
い

ま
す

-
「
県
政
パ

ス
教
室
」
開
催

市
山
川
町
で
は
、
県
政
パ

A
教
内
十
の
参

加
山
巾
込
-
A
吃
付
け
を
打
つ
C
い
£
す
.

マ
応

綜

ん

法

問

体
戸川
刊
々
と
と
側
人
参

加
に
分
け
て
巾
込
み
受
付
け

し
ょ
す
三
州
知
川
は
が

3
でず

マ
巾
込
み
光

巾
内
紛
-Mω
|
7仙
川市川

総
へ
H
げ
A

河
内
山
相
民
側
楠
叫
山T

e
m
1
5
3
1
1
へ

マ
巾
込
み
(受
付
け
}川
削
川
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魚津善意銀行へのご寄付
(般事事略}

マ
、
以
品
川
パ
ス
教
室
」
運
転
表

逆行 H チ ー マ コ ::1. 
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6 11・9/3 ~ 1" < 神通1111."明* 内山~HIl( 伐({ ) 略t Ij' 
10/29 t 上~ ) 1311r~.岳 Y.H!J，h "ラリー七:.-1-
5' i・7'2 きかえる 話、111.f!DI.曜"1-" t;\:j;J'、ィァ(t~食 J 県庁
9 '10・11 5 『笥ェ， ~HK in:~1，セ〆 1 -
5 '14・6，18 つらかう 11 111軍一-At;w¥量生161u:食} 明書 庁一一
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市の萄繍 200.15kr

海修練 7.9km 

t世帯持数 13.008
人口(男)24.056人

(女)25.865人

計 49.921人

市の人口
(2月末現在}

金扇広報室.1駆


